
融資契約業務の効率化が課題に

　足利ホールディングス（足利銀行
の持ち株会社）と常陽銀行の経営統
合により2016年に発足しためぶき
フィナンシャルグループでは、足利銀
行と常陽銀行が2022年4月に住宅
ローンと事業性融資の電子契約サー
ビスを開始した。
　同サービスの検討を開始した当時
は新型コロナウイルス禍の最中にあ
り、両行は顧客と非対面で効率的・
効果的な営業を推進していく必要
があった。また、グループの中期経営
計画やサステナビリティ方針に基づ
き、生産性向上に向けた構造改革や
ペーパーレス化に取り組んでいた。
融資の電子契約化は、これら課題解
決や施策の一環として進められた。
　両行が導入したのは、日鉄ソ
リューションズ（以下、NSSOL）の
金融機関向け電子契約サービス
「FINCHUB@absonne（フィン
チューブ・アット・アブソンヌ）」だ。金
融機関での豊富な導入実績に加え、
住宅ローンと事業性融資の両方に対
応可能であること、さらに関連法令
への準拠状況やデータセンターのセ
キュリティーレベルなどを総合的に

評価して選定した。
　常陽銀行事務管理部事務指導グ
ループ主任調査役の内田勝氏は、
「ユーザー側でUI（ユーザーインター
フェース）をカスタマイズできる操
作性の良さや機能面のメリットだけ
でなく、複雑な融資業務に関する
NSSOLの理解の深さも決め手と
なりました」と語る。

同時導入のシナジーを活かす

　このプロジェクトは、足利銀行と常
陽銀行が共同で推進した。両行は同
じ共同利用型の勘定系システムを導
入しており、業務プロセスやシステム
環境に共通する部分が多いためだ。
足利銀行DX戦略室上席参事役の佐
川一行氏は、「常陽銀行と足利銀行
では、経営統合の段階から部署ごと
に業務の統一化や共同化を議論し
てきた経緯があります。両行とも電
子契約に関して同じ課題認識を持っ
ていたので、システムの要件定義や
開発を共同で進められると判断しま
した」と振り返る。
　プロジェクトの作業は、コロナ禍
によりオンライン会議を中心に進め
られた。しかし、「両行とNSSOLの
3者が一体感を持ってプロジェクト
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電子契約に関する知見、電子契
約サービス「 F I N CHUB@
absonne」の導入・活用ノウハ
ウ、プロジェクトマネジメント

システム概要

⃝電子契約サービス：
FINCHUB@absonne（フィン
チューブ・アット・アブソンヌ）

関連SDGs

地域中核企業との関
係強化により地方創
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電子契約によるペー
パーレス化で環境負
荷低減



を進められました。これは、NSSOL
が強いリーダーシップと課題対応力
をもってプロジェクトマネジメントを
実践してくれた結果です」と佐川氏
は評価する。
　両行の緊密な連携によるシナジー
効果も発揮された。「電子契約手続
きのルールやマニュアルを作成する
際、両行で協働し、成果を共有した
ことで、体感的に半分の労力で導入
できたと感じています。それぞれの
銀行で手続きが一部異なる部分も
ありましたが、どちらが効率的かを
検討して良い方に統一し、業務改善
にもつなげられました」（内田氏）。

研修の徹底で電子契約9割以上に

　電子契約サービスの開始から約
1年後の2023年3月末時点で、電子
契約の利用率は足利銀行、常陽銀行
とも90％以上と、いずれも高い水準
に到達している。営業店での研修を
徹底したことが奏功した。「マニュア
ルと実際の操作をしっかりと説明し
たほか、要望事項を丁寧に拾い上げ、
きめ細かく対応したことにより、原
則としてすべての案件を電子契約で
行うとの意識が醸成されました」（内

田氏）との成果を得た。
　顧客からは、契約にかかる時間の
短縮、費用面で好評価を得ている。
営業店でも「融資契約にかかる時間
を大幅に短縮できただけでなく、数
十年にわたる紙の契約書の管理か
ら解放されたメリットも大きい。書
類の紛失といった人為的なミスを未
然に防げますし、管理コストの圧縮
にも効果的です。お客さまと銀行の
双方にとってWin-Winのサービスと
捉えています」と佐川氏は説明する。

FINCHUBの適用範囲を拡大

　現時点では、融資管理システムと
のデータ連携において、一部手作業
のデータ入力が残っている。しかし、
今後はFINCHUBとのAPI（アプリ
ケーション・プログラミング・インター
フェース）連携により解消していく予
定だ。さらに、まだ電子化されてい
ない特殊な契約も、FINCHUBで順
次カバーしていく構想がある。
　佐川氏は「NSSOLにはシステ
ムの安定稼働に協力してもらい
つつ、豊富な導入実績を活かして
FINCHUBのさらなる機能追加を
進めてほしい」と期待する。
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